
 

襖
は
平
安
後
期
に
発
生
し
、
鎌
倉
時
代
に
絢
爛
な 

襖
が
完
成
し
た
我
が
国
独
自
の
文
化
で
す
。
そ
れ 

以
前
の
建
物
に
は
壁
と
い
う
も
の
が
な
く
、
衝
立
や 

板
戸
で
仕
切
っ
て
い
ま
し
た
。
襖
に
は
「木
版
刷
り
」 

「渋
紙
刷
り
」「金
銀
砂
子
」と
い
っ
た
種
類
が
あ
り
、 

和
紙
に
柄
を
付
け
装
飾
す
る
の
が
当
社
の
仕
事
と
な 

り
ま
す
。
現
在
で
は
多
く
の
襖
紙
を
印
刷
で
行
っ
て 

い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
に
は
砂
子
師
が
お
り
、
礬
砂 

を
ひ
い
た
和
紙
に
金
銀
の
箔
や
砂
子
で
表
現
し
た
、 

襖
紙
製
作
も
行
い
ま
す
。
日
本
人
の
和
室
ば
な
れ
を 

こ
の
先
も
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か 

し
な
が
ら
「仕
切
り
」と
い
う
概
念
で
、
縁
側
を
通
し 

て
外
と
繋
げ
て
い
る
と
い
う
日
本
独
自
の
文
化
を
、 

柔
軟
に
ス
タ
イ
イ
ル
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
守
り
育
て 

て
い
き
ま
す
。  
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10月8日(木）第921回 
講師：丸本 敏文 氏 
（一社）倫理研究所 

首都圏方面 副方面長 

テーマ：「倫理の自由境」 

 

あ
る
運
送
会
社
の
社
長
が
倫
理
指
導
を
受
け
、
親
へ
の
連
絡
、

手
紙
を
書
く
事
、
奥
さ
ん
へ
の
愛
情
の
表
現
、
「さ
ん
」づ
け
で

の
挨
拶
を
指
導
さ
れ
、
そ
の
挨
拶
か
ら
広
が
り
、
人
だ
け
で

な
く
物
に
も
感
謝
し
、
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
業
員
が

大
き
な
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
が
、
小
指
の
軽
い
怪
我
だ

け
で
済
ん
だ
。
彼
は
ト
ラ
ッ
ク
に
名
前
を
付
け
、
毎
日
感
謝
し
、

挨
拶
を
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
自
由
と
は
、
た
だ
素
直
な
心

に
変
え
る
事
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ド
は
①
受
け
入
れ
る
②
決
心

す
る
、
で
あ
る
。
自
分
が
倫
理
研
究
所
に
入
所
す
る
時
、
苦

手
な
レ
ポ
ー
ト
が
書
け
ず
、
ま
た
、
現
在
の
勤
務
先
の
親
方
に

な
か
な
か
辞
め
る
事
を
言
い
出
せ
な
か
っ
た
。
局
長
に
相
談

す
る
と
「そ
れ
は
決
心
が
な
い
か
ら
だ
」と
指
導
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
決
心
を
し
、
親
方
に
辞
め
る
事
を
告
げ
た
。 

親
方
は
気
持
ち
よ
く
「お
前
の
人
生
だ
か
ら
、
お
前
の
思
う 

通
り
に
や
っ
て
来
い
」と
送
り
出
し
て
く
れ
た
。 
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10月15日(木）第922回 
講師：三上 忠男 氏 
（一社）倫理研究所 法人アドバイザー 

（有）アド・ミカミ 代表取締役 

テーマ： 「本能と理性」 
         

10月22日(木）第923回 
講師：鈴木 一行 氏 
（福）草加市社会福祉協議会 常任理事 

テーマ：「福祉から見た将来」 

10月29日(木）第924回 
講師：小出 操 氏 
本庄市倫理法人会 会長 

（株）どりーむ 代表取締役 

テーマ：「笑顔で介護」 

 

①
社
会
福
祉
の
変
容
と
課
題 

以
前
の
社
会
福
祉
は
貧
困
の
救
済
な
ど
一
部 

の
人
を
対
象
と
し
た
が
、
介
護
保
険
制
度
が
整 

い
、
こ
れ
か
ら
は
国
民
の
権
利
で
あ
り
健
全
で 

安
定
し
た
生
活
を
維
持
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
で 

あ
る
。
少
子
高
齢
化
問
題
と
し
て
、
２
０
２
５
年 

に
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
前
期 

高
齢
者
数
を
上
回
り
社
会
保
障
費
の
増
大
、 

介
護
難
民
増
加
が
懸
念
さ
れ
、
日
本
に
と
っ
て 

危
機
的
状
況
と
な
る
。 

 

②
高
齢
者
の
貧
困
問
題 

熟
年
離
婚
、
孤
立
、
子
の
扶
養
な
ど
か
ら
普
通 

か
ら
下
流
の
生
活
に
な
る
。
六
十
五
歳
か
ら 

八
十
五
歳
ま
で
に
か
か
る
生
活
費
は
七
千
五
百 

万
円
の
試
算
で
あ
る
。 

 

③
今
か
ら
こ
れ
か
ら
の
備
え 

行
政
の
課
題
と
し
て
新
し
い
財
源
確
保
、
社
会 

保
障
制
度
の
構
築
、
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
が 

あ
る
。
私
た
ち
の
課
題
は
お
金
が
な
く
と
も
楽 

し
く
生
き
る
、
（自
助
）健
康
管
理
、
生
き
が
い 

を
見
出
す
。
病
気
に
な
っ
て
も
病
人
に
な
ら
な 

い
。
（共
助
）孤
立
し
な
い
、
仲
間
作
り
、
家
族 

友
達
を
大
切
に
。
困
た
時
は
公
共
の
相
談
所 

を
利
用
し
て
下
さ
い
。  
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岡
部
町
（現
在
深
谷
市
）で
生
ま
れ
、
七 

歳
で
東
京
へ
転
居
。
海
外
勤
務
を
夢
見
て 

富
士
銀
行
（み
ず
ほ
銀
行
）外
為
部
に
勤
務

す
る
も
、
母
が
認
知
症
（ピ
ッ
ク
病
）を
患
い

家
族
で
介
護
に
あ
た
り
、
大
変
な
思
い
を
し

ま
し
た
。
病
状
が
進
み
、
在
宅
介
護
が
困
難

と
な
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
。 

多
く
の
経
験
を
し
た
こ
と
か
ら
介
護
の
道 

を
選
択
し
、
平
成
十
八
年
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（株
）ど
り
ー
む
を
設
立
。
現
在
四
つ
の
施
設

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
介
護
経
験
か

ら
固
定
概
念
に
囚
わ
れ
ず
に
、
一
人
一
人
に

合
わ
せ
、
笑
顔
と
優
し
さ
を
忘
れ
ず
、
八
十

五
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
働
い
て
い
ま
す
。
お

か
げ
で
全
国
商
工
会
議
所
「女
性
起
業
家 

大
賞
」グ
ロ
ー
ス
部
門
（創
業
五
～
十
年
）で

優
秀
賞
を
頂
い
き
ま
し
た
。
大
切
な
家
族 

が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
哀
し
い
事
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
大
好
き 

な
歌
を
唄
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。  
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人
に
は
「
本
能
」
が
あ
り
様
々
な
欲
が
あ
る 

が
、
本
能
の
み
で
は
動
物
と
同
じ
で
あ
る
。
人

に
は
「
理
性
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
倫
理
で
あ
り
、 

教
育
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
間
と
な
る
。 

本
能
は
ア
ク
セ
ル
で
あ
り
、
理
性
は
ブ
レ
ー
キ

で
あ
る
。
２
８
０
年
前
、
曹
洞
宗
の
白
陰
禅
師 

世
を
訪
ね
て
、
極
楽
と
地
獄
を
説
け
と
迫
っ

た
。
武
士
を
わ
ざ
と
怒
ら
せ
、
斬
ら
れ
る
寸

前
に
「
そ
れ
が
地
獄
」
と
喝
破
し
、
刀
を
納
め

る
と
「
そ
れ
が
極
楽
」
と
説
い
た
。
人
に
は
地

獄
と
極
楽
が
同
居
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
べ

て
対
立
の
原
理
で
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
太
陽

と
月
、
昼
と
夜
、
夫
婦
、
親
子
、
明
暗
、
遅
速
、

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
、
ま
た
、
社
長
と
社
員
も
同

様
で
あ
り
、
対
立
す
れ
ば
闘
争
を
生
み
、
合

一
す
れ
ば
生
成
発
展
に
向
う
の
で
あ
る
。
近

年
、
家
族
団
欒
の
時
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
絆
を
深
め
、
生
成
発
展
す
る
方
向
へ
向
か 

っ
て
く
だ
さ
い
。 
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10月１日(木）第920回 
講師：菊池 義明 氏 
草加市倫理法人会 会員 

（株）菊池襖紙工場 代表取締役 

テーマ：「ふすまとともに」 


